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　６月22日、長野県植樹祭の代表者植樹をさか
え倶楽部スキー場で実施し、記念標柱の建立、
キジの放鳥が行われました。（関連記事Ｐ２）

「長野県植樹祭　代表者記念植樹」
　～キジの放鳥～
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（2）広 報 さ か え令和３年７月１日

大会テーマ 「受けつごう　命をくれる　やさしい森」

　６月４日に前長野県木材協同組合連合会理事長の細川忠國様からご寄付をいただいた、桜の苗木の植
樹をトマトの国堤防で行いました。
　細川様は震災当時、仮設住宅、復興住宅の建設に関わり、村の復興にご尽力をいただきました。平成
23年に「復興祈念植樹」を横倉農村広場で行い、それ以降も北野天満温泉、小滝集落で「震災で被災し
た村民の方のよりどころになれば」という思いで植樹活動を行っていただいています。震災から10年の
節目でもあり、今回「復興祈念植樹」の標柱も併せて建立しました。

復興祈念植樹

（左から　北信森林管理署長、栄村長、栄村森林組
合長、北信地域振興局長、北信地域振興局林務課長）

第71回　長野県植樹祭

　６月４日に「ふるさとの森づくり県民の集い」（第71回長野県植樹祭）が、さかえ倶楽部スキー場で
行われました。長野県植樹祭は、「荒れた国土に緑の晴れ着を」を合言葉に、戦後の緑化運動の機運が
高まった昭和25年から始めたものです。昨年開催する計画でしたが、新型コロナウイルス感染症の影響
により１年延期となり、震災復興10年の節目の年に、栄村で初めての開催となりました。
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、大規模な式典は中止とし、実行委員組織（約80名）と他職
員でコナラ、ツツジ、カタクリの球根など約2,500本の植樹を行いました。
　６月22日、実行委員会の代表者による桜の植樹や記念標柱の建立、キジの放鳥が行われ、この様子は、
後日動画で配信を予定していますのでご覧ください。
　大会テーマは応募があった中から、栄小学校６年生　廣瀬花代さんの標語が最優秀賞に選ばれました。



広 報 さ か え（3） 令和３年７月１日

　村では、65歳以上の方の２回目の接種がほぼ完了し、64歳以下の方の接種を開始しました。今後は８
月中に希望するすべての方の２回の接種が完了するように実施していく予定です。
　対象となる12歳以上の方には、すでに接種券とご案内が送付されていますので、お手元に届きました
ら、接種日時等をご確認いただくようお願いいたします。
　なお、接種券が届かない場合や接種日時を変更したいという場合は下記の問合せ先までご連絡ください。

《スムーズな予防接種のためのお願い》
　・接種券（クーポン）及び予診票、本人確認書類等を忘れずにお持ちください。
　・予診票は事前に記入できる部分をご記入ください。
　・ワクチンは肩の上部に接種します。肩を出しやすい服装でお越しください。
　・予防接種は混雑を避けるため、個別に時間を指定しています。時間正確にお越しください。
　・マスクの着用、手指消毒等の感染防止対策にご協力をお願いします。

《予防接種会場》
　新型コロナワクチンの予防接種は栄村診療所で実施します。
　お車でお越しの方は、診療所向かいの駐車場または役場駐車場をご利用ください。

《接種を希望しない場合・キャンセルの場合の連絡》
　接種は強制ではありません。接種を希望しない場合やすでに職場等で接種を終えている方は、下記ま
でご連絡をお願いいたします。（無駄の出ないように、有効にワクチンを使用したいと考えています）

問合わせ先 暮らしと健康の相談窓口（民生課　健康支援係内）
☎０２６９－８７－３０２０（直通）

　接種後の副反応は年齢が若いほど出現する可
能性が高いといわれています。特に２回目の接
種後の副反応が強いといわれています。

【主な副反応】
　肩（接種部位）の痛み、倦怠感、関節痛、頭
痛、発熱、吐き気など

※発熱時は解熱剤を使用しても構いません。
　（ワクチンの効果は変わりません）

　ワクチンを接種することで、体の中で抗体が
できます。抗体ができると…

◇感染しても発症するリスクが下がる
◇発症しても、重症化するリスクが下がる

　といった効果が期待できます。
　ワクチンを接種したら『感染しなくなる』わけ
ではありません！

～接種後の副反応について～ 『ワクチンの効果とは』

　今後、お盆等の時期を迎え、全国的にも多くの方の移動が予測されます。ご家族の帰省や大勢
での会食については、必要性を十分に検討してください。
　安心して生活できる地域となるよう、ご自宅や地域でのマスクの着用、手洗い・手指消毒、過
密な環境を避けるなどの基本的な感染対策を継続していくご協力をお願いします。

新型コロナワクチン接種のお知らせ

継続したい基本的な感染防止策
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ク
マ
に
よ
る
ス
ギ
の
木
剥
皮
被
害
対
策

pick
up

農
林
業
と
人
を
守
る

栄村における有害鳥獣駆除実績　（　）は北信管内実績� 単位：頭

鳥 獣 名 R2 R元 H30 Ｈ29

イ ノ シ シ 39 7 （195） 15 （230） 19 （182）

ニ ホ ン ジ カ 33 3 （ 61） 32 （120） 22 （176）

ニ ホ ン ザ ル 8 10 （ 12） 8 （ 27） 22 （ 21）

ツキノワグマ 10 21 （ 59） 4 （ 32） 10 （ 31）

ハ ク ビ シ ン 3 15 6 17

※狩猟により捕獲した鳥獣は除く。

栄
村
猟
友
会
の
有
害
鳥
獣
駆
除

　

栄
村
猟
友
会
は
令
和
３
年
６
月
現
在
26

名
の
会
員
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
衛
的
に
ワ
ナ
の
資
格
取
得
を
し
た
方

に
も
加
入
い
た
だ
き
、
会
員
一
丸
と
な
っ

て
有
害
鳥
獣
駆
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
イ
ノ
シ
シ
被
害
が
村
内
で
多
く

発
生
し
、
捕
獲
数
も
こ
れ
ま
で
に
な
い
数

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
も
猟
友
会
と
共
に
有
害
鳥
獣
の
捕

獲
に
よ
る
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
猟

銃
に
よ
る
狩
猟
資
格
者
は
減
っ
て
い
ま

す
。
狩
猟
資
格
取
得
に
つ
い
て
、
興
味
の

あ
る
方
は
農
政
課
農
林
係
ま
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
本
年
度
の
狩
猟
免
許
試
験
日
程

・
会
　
　
場
：
中
野
市　

北
信
合
同
庁
舎

・
申
込
期
間
：
８
月
23
日
～
９
月
３
日

・
事
前
講
習
会
：
９
月
17
日
㈮

・
試
験
日
：
９
月
28
日
㈫

　

そ
の
他
会
場
の
日
程
は
長
野
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
、
ス
ギ
の
木
の
樹
皮
剥
ぎ
が
増
え
て
い
ま
す
。
樹
皮
下
の

樹
液
を
摂
取
す
る
た
め
、
ス
ギ
皮
を
剥
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
木
が
枯
れ
て
し
ま
う
可
能

性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

対
策
の
一
環
と
し
て
5
月
27
日
・
28
日
に
屋
敷
地
区
山
林
で
忌き

避ひ

剤ざ
い

（
天
然
成
分

で
あ
る
硫
黄
の
匂
い
に
よ
り
ク
マ
を
寄
せ
付
け
な
い
薬
剤
）
の
試
験
を
実
施
し
ま
し

た
。
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
及
び
農
薬
メ
ー
カ
ー
の
サ
ン
ケ
イ
化
学
㈱
の
協
力

に
よ
り
忌
避
剤
の
塗
布
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
木
曽
地
域
や
山
形
県
で
試
験
を
行

い
、
効
果
を
確
認
し
た
も
の
で
す
が
、
積
雪
地
帯
で
の
効
果
検
証
と
し
て
当
地
で
実

施
し
た
も
の
で
す
。
幹
の
下
部
に
忌
避
剤
を
擦
り
込
む
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
林
業

被
害
専
用
で
す
が
、農
産
品
に
対
し
て
も
今
後
に
期
待
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

効
果
の
持
続
年
月
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

被害にあった樹木

塗布の様子
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野
生
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
た
め
の
村
の
助
成
制
度
な
ど

　

野
生
鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
、
村
・

農
業
関
係
団
体
等
で
組
織
す
る
栄
村
野

生
鳥
獣
保
護
管
理
対
策
協
議
会
で
は
毎

年
パ
ト
ロ
ー
ル
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
猟
友
会
員
で
も
あ
る
斉
藤

保
廣
氏
（
切
欠
）、
石
澤
正
氏
（
志
久

見
）
の
２
名
に
実
施
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
10
月
末
ま
で
出
没
状
況
の
把
握

や
追
払
い
、
被
害
対
策
指
導
、
わ
な
の

設
置
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
上
倉
誠
一
氏
（
横
倉
）
に
つ
い

て
は
平
成
26
年
度
か
ら
令
和
2
年
度
ま

で
7
年
間
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

鳥
獣
被
害
対
策
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。

鳥
獣
被
害
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

被
害
の
防
止
と
注
意
点

　

野
生
動
物
被
害
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
中
型
鳥
獣
以
外

に
も
ハ
ク
ビ
シ
ン
（
小
型
獣
）
の
被
害

も
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　

被
害
防
止
に
あ
っ
て
は
、
捕
獲
は
あ

く
ま
で
も
手
段
の
一
つ
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

森
林
の
整
備
、
電
気
柵
の
設
置
や
誘

因
物
の
除
去
に
よ
る
野
生
鳥
獣
を
寄
せ

付
け
な
い
取
組
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　

農
業
・
林
業
を
守
る
た
め
に
村
及
び

猟
友
会
で
も
取
組
を
行
っ
て
い
き
ま
す

が
、
鈴
を
持
ち
歩
く
な
ど
自
ら
の
畑
や

命
を
守
る
た
め
の
行
動
に
は
村
民
の
皆

さ
ん
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目
撃
情
報
が
増
え

て
い
ま
す
。
早
朝
・
夜
間
は
特
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
！

　
ま
た
、
道
路
へ
の
飛
び
出
し
に
も
注

意
し
て
く
だ
さ
い
！

【
問
合
せ
先
】

　

農
政
課　

農
林
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
３

◎
電
気
柵
設
置
補
助
金

　

農
作
物
を
野
生
鳥
獣
か
ら
守
る

電
気
柵
の
購
入
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

・
補
助
率
：
１
／
２
（
上
限
３
万

円
・
ニ
ホ
ン
ザ
ル
対
策
は
５
万

円
）

※
事
前
審
査
が
必
要
で
す
。
購
入

後
の
申
請
は
対
象
と
な
り
ま

　

せ
ん
の

で
購
入

前
に
農

政
課
に

ご
連
絡

く
だ
さ

い
。

◎
ハ
ン
タ
ー
資
格
取
得
補
助
金

・
狩
猟
資
格
修
得
に
か
か
る
費
用

（
テ
キ
ス
ト
代
・
講
習
費
用
等
）

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

・
補
助
率
：
１
／
２
（
た
だ
し
45

歳
以
下
は
４
／
５
）

◎
緩
衝
帯
整
備
事
業

　

緩
衝
帯
整
備
と
は
、
農
地
と
林

地
の
境
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
鳥
獣

が
出
没
し
づ
ら
い
環
境
を
作
る
森

林
整
備
で
す
。

　

長
野
県
森
林
整
備
事
業
を
活
用

し
、
要
望
の
あ
っ
た
集
落
に
対

し
、
森
林
の
下
草

刈
り
、
間
伐
を
実

施
し
ま
し
た
。

◎
捕
獲
報
償
金
の
支
払
制
度

　

有
資
格
者
が
捕
獲
し
た
有
害
鳥

獣
に
対
し
て
報
償
金
を
支
給
し
ま

す
。

・
大
型
獣
：
２
万
円
／
頭

・
小
型
獣
：
３
千
円
／
頭

・
カ
ラ
ス
：
１
千
円
／
羽

実施地区
小 滝 4.6ha

令和元年
切 欠 1ha
当部笹原 3ha 令和２年
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８月１日からは新しい保険証で受診してください。
　現在使用している、保険証の有効期限は７月31日㈯です。
　新たな保険証は７月下旬に郵送します。古い保険証の回収は行いませんので、個人情報が分か
らないように、切り刻んで破棄してください。

国保・後期
加入者必読!!

有効期限：令和3年8月1日㈰～令和4年7月31日㈰

〈問合せ先〉　 民生課　住民福祉係　☎0269-87-3114

◎国民健康保険証（うぐいす色）

◎後期高齢者医療保険証（黄色）

・70～74歳の方の保険証には氏名の上に「負担割合」が記載されます
・６９歳の方には、有効期限が70歳の誕生月の末日までの保険証を郵送します。

負担割合が記載された保険証を改めて郵送します。

・いずれの保険に加入されている方も75歳の誕生日から後期高齢者医療保険に
切り替わります。

・限度額適用・標準負担額減額認定証をお持ちの方には保険証と併せて、８月
１日㈰から使用する新たな認定証を送付します。

国民健康保険に加入されている方へ

後期高齢者医療保険に加入されている方へ

国民健康保険・後期高齢者医療保険
保険証更新のお知らせ
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新型コロナの影響による保険料（税）の減免について
（国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料）

　新型コロナウイルス感染症の影響により次の要件を満たす方は、申請することで保険料（税）の全部
又は一部が減免されます。

【減免対象となる方】
　①世帯の主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病を負った世帯の方
　②世帯の主たる生計維持者の収入減少が見込まれ、次の⑴～⑶の要件すべてに該当する方
　　⑴事業収入や給与収入など、収入の種類ごとに見た令和３年の収入のいずれかが、前年と比べて30

％以上減少する見込み
　　⑵令和２年の所得の合計額が1,000万円以下
　　⑶収入減少が見込まれる種類の所得以外の令和２年の所得の合計額が400万円以下
　※ ⑵については、介護保険料の減免要件から除きます。

　この要件に該当すると思われる方は、下記の担当までお問い合わせください。

【問合せ先】

・国民健康保険税について　　　　総務課　税務係　　　☎ 0269-87-3112
・後期高齢者医療保険料について　民生課　住民福祉係　☎ 0269-87-3114 
・介護保険料について　　　　　　民生課　健康支援係　☎ 0269-87-3301

令和3年度の国民健康保険税について
　今年度の保険税は、前年度と同様です。ただし、地方税法の改正に伴い基礎控除額は33万円から43万円に
変更しています。税額は、７月中旬に国保加入世帯の世帯主（納税義務者）宛てに郵送する納税通知書にて
お知らせします。

◆低所得世帯に対する軽減判定所得の基準が変わります。
　所得が一定額以下の世帯については、均等割額と平等割額が軽減される制度があります。法律の改正に伴
い、軽減の対象となる基準額が変更になりました。この制度が適用されるのは、世帯主及び国保加入者全員
が申告を済ませている世帯に限られます。未申告者がいる場合は、所得の申告をお願いします。なお、軽減
を受けるための申請は必要ありません。

◆令和3年度の税率等
区　　分 医療保険分 後期高齢者支援金分 介護保険分（40～64歳） 備　　考
①所得割額 5.9％ 2.8％ 1.7％ （前年所得額－基礎控除43万円）×税率
②資産割額 41.3％ 19.3％ 10.3％ 固定資産税額×税率
③均等割額 12,270円 5,430円 5,080円 加入者１人あたりの税額
④平等割額 15,040円 6,660円 4,060円 １世帯あたりの税額
課税限度額 630,000円 190,000円 170,000円

軽減割合 判定基準（世帯主と国保加入者の前年所得の合計額）
7割軽減 43万円+【（給与所得者等の数−1）×10万円】以下
5割軽減 43万円+【（給与所得者等の数−1）×10万円】+（28.5万円×国保加入者の数）以下
2割軽減 43万円+【（給与所得者等の数−1）×10万円】+（52万円×国保加入者の数）以下

【問合せ先】　 総務課　税務係　☎0269-87-3112
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低所得の子育て世帯に対する
子育て世帯生活支援特別給付金について

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、低所得の子育て世帯の支援を目的とし、
給付金を支給します。本制度は【ひとり親世帯分】と【その他の子育て世帯分】の２つの区分が
あります。

●申請期限　令和４年２月28日までとなります。
●支 給 額　児童１人につき５万円
※支給対象児童は令和３年４月１日から令和４年２月28日までに生まれた児童も

含まれます。

ひとり親世帯分

その他の子育て世帯分

１．支給対象者
　①令和３年４月分の児童扶養手当を受給している保護者
　②公的年金受給により児童扶養手当の受給をしていない方の内、児童扶養手当の所得限度
を超えない保護者

　③令和３年４月分の児童扶養手当の受給はしていないが、新型コロナにより家計が急変し、
児童扶養手当の所得限度内まで収入が減少すると思われる保護者

２．申請方法
　①の対象者には既に県から支給されています。
　②、③の対象者の方は役場民生課までご連絡ください。

１．支給対象者
　①令和３年４月分の児童手当または特別児童扶養手当の受給者であって令和３年度分住民
税が非課税である保護者

　②①以外の児童（令和３年３月31日時点で18歳未満）を養育する主たる生計維持者の令和
３年度分の住民税が非課税である保護者

　③新型コロナにより家計が急変し、令和３年１月以降の収入が減少し、主たる生計維持者
の住民税が非課税相当になった保護者

２．申請方法
　①の対象者の方には通知でお知らせをし、同意を得た上で支給します。
　②、③の対象者の方は役場民生課までご連絡ください。

【問合せ先】　民生課　住民福祉係　☎０２６９−８７−３１１４
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第6次栄村総合振興計画　後期基本計画
及び新たな過疎計画を策定します

　総合振興計画は、村づくりの方向性や村の将来像を定め、総合的かつ計画的な村政運営の指針となる
ものです。
　村では、平成29年に第６次総合振興計画を策定し村づくりを進めてきましたが、前期基本計画期間で
ある５年が終了することから、令和４年度から８年度までの５年間を計画期間とする後期基本計画を今
年度策定します。
　また、今年３月末で「過疎地域自立促進特別措置法」の期限が切れ、４月に新たな過疎対策法「過疎
地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」が制定されたことに伴い、総合振興計画後期基本計画を
基本に新たな過疎計画も策定します。
　今後、村民皆様への意見募集や栄村総合振興計画審議会を開催しながら計画策定を進めていきますの
で、ご協力をよろしくお願いいたします。

　この広報と一緒に栄村総合振興計画 後期基本計画（素々案）の概要版を、各世帯にお配りしますので、
皆様からのご意見をお寄せください。

●意見募集期間　 ７月31日㈯
●提 出 方 法　 指定用紙 又は 電子メール　＊提出が困難な方は下記提出先までご連絡ください
●提 出 先　 総務課　企画財政係　 ☎ 0269-87-3112　FAX 0269-87-3083
　　　　　　　 　E-mail  kikaku_zaisei@vill.sakae.nagano.jp

年度 29年度 30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度

基本
構想

基本
計画

前期基本計画

令和２年度　寄附金状況
●ふるさと納税による寄附 ●一般寄附

寄附総数：751件
　内）農業支援目的寄附件数：323件

寄附総額：29,185,494円
　内）農業支援目的寄附金額：

21,130,000円

寄附総数：６件（団体含む）

寄附総額：1,571,000円

　令和２年度も全国の多くの皆様からふるさと
納税をしていただきました。返礼品として送付
している栄村産の米や特産品は大変好評で、毎
年寄附してくださる方も増えてきています。

　個人、団体から多額のご寄附をいただきまし
た。公表可としていただいた方の氏名や団体名
は過去の広報で掲載しています。

問合せ先 総務課 企画財政係　☎0269-87-3112

後期基本計画
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りよだ健保
熱中症予防、食事も大切です。

　熱中症予防には水分補給が欠かせません。大人の１日に必要な水分量は、およそ2.5リットルで、
そのうち半分の1.3リットルほどを食事からとっています。胃の中に入った食べ物は２～３時間
ぐらいかけて小腸に移動するので、水分をゆっくり吸収することになり、ただ水を飲むよりも長
い時間水分を体に蓄えておくことができます。
　１日の食事の中でも特に大切なのが朝食です。朝食を食べることで寝ている間に失われた水
分・塩分を補う事ができるので、熱中症対策に繋がります。
　もし、朝食を食べる習慣がないという人は、まず何か一品でもいいので口にするところから始
めてみてはいかがでしょうか。

朝食で摂れる水分量の例　　合計で水分350ｇ位

お浸し小鉢
水分量50ｇ位

焼き鮭 一切れ
水分量50ｇ位

味噌汁１杯
水分量160ｇ位

ごはん軽１杯
水分量90ｇ位

6月の総合健診「健診結果報告会」を開催します!!
以下の日程で、結果の返却を行いますので、ご都合つけて各公民館へお越しください。

都合がつかない方はこちらの日にち
もご利用ください。

（事前にお電話ください）

月　日：８月５日㈭
時　間：午前９時～午後５時
会　場：栄村役場
連絡先：民生課　健康支援係
　　　　☎87-3020

結果報告会の対象になっていない地区については、保健師が個別訪問でお返しします。

日にち 時 間 帯 会　　場 対象地区
７月29日㈭ 9:30〜11:00 と ね ん ぼ 小 赤 沢

７月30日㈮

9:00〜 9:30 大久保公民館 大 久 保
9:45〜10:15 野田沢公民館 野 田 沢

10:40〜11:10 小 滝 公 民 館 小 滝
11:15〜11:45 月 岡 公 民 館 月 岡
13:30〜14:00 泉 平 公 民 館 泉 平
14:15〜15:30 箕 作 公 民 館 箕 作
16:00〜16:30 横 倉 公 民 館 横 倉

８月２日㈪

9:00〜10:00 白 鳥 公 民 館 白 鳥
10:30〜11:30 平 滝 公 民 館 平 滝
13:00〜14:30 青 倉 公 民 館 青 倉
15:00〜16:00 森 公 民 館 森

８月３日㈫

9:15〜10:00 極 野 公 民 館 極 野・ 中 野
10:15〜10:45 北 野 公 民 館 北 野
11:00〜11:30 原 向 公 民 館 原 向
13:30〜14:00 切 欠 公 民 館 切 欠
14:15〜14:45 柳在家公民館 柳 在 家
15:00〜16:00 志久見公民館 志久見・雪坪
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　冬の間、運動をした日をカレンダーにつけて
いる方がいました。「介護予防事業で言われた
運動をやってたよ」の言葉がうれしいです。

　「もっぱら畑だけだよ」と言いながら、これが
続けられることがすごいんです。いつまでもこう
した生きがいを持ち続けていただきたいです。

　こんにちは。栄村地域包括支援センターは、民生課内に設置され、主に65歳以上の
方の身体の状態や生活への心配ごとの相談に応じています。

～６割の方が心身機能低下の恐れ!! ～

元気に生活されている様子をご紹介します！

栄村地域包括支援センター　電話：０２６９-８７-３３０１

はいこん
ちょ

地域包括支援センターです

そうだ！包括に言ってみよう！

　３月に、要支援・要介護認定を受けていない65歳以上の方を対象に、自分の健康状態や活動する力
がどのくらい保たれているかを知るための『基本チェックリスト』を実施しました。回収率は98％！
719名の方から回答いただきました。そこで今月号ではその結果についてお伝えします。
　活動的なイメージがある村ですが、６割の方が、身体の力が低下し、意欲的に生活できていない恐
れがある方（総合事業対象者）ということがわかり
ました。　
　地域包括支援センターでは、訪問や電話でおひとり
おひとりの生活の楽しみや困りごとをお聞きし、心
身の状態を良好に保つ方法をご紹介します。
　一方、４割のお元気に生活されている方（元気高
齢者）は、とても良いことですので、これからも一
般介護予防事業や趣味教室などへの参加により一層
充実した生活を続けていきましょう。

基本チェックリスト結果

総合事業
対象者
62%

元気高齢者
38%

　コロナワクチン接種会場で久しぶりに再会した方々と短い時間では
ありましたがお話出来て、懐かしく思うと共にとても嬉しかったです。
　副反応はどうだったでしょうか？

アッコのひとりごと
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障
が
い
や
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深

め
、
一
緒
に
助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
し

て
い
く
地
域
の
実
現
に
向
け
、
障
が
い

者
の
方
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
が
定
期

的
に
集
え
る
場
と
し
て
、集
い
の
場『
に

じ
い
ろ
』
を
令
和
3
年
4
月
よ
り
開
設

し
て
い
ま
す
。

　

こ
だ
わ
り
の
コ

ー
ヒ
ー
や
お
茶
を

用
意
し
て
お
待
ち

し
て
い
ま
す
の

で
、
買
物
や
病
院

受
診
の
合
間
な

ど
、
空
い
た
時
間

に
い
つ
で
も
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

・
場
所
：
旧
医
師
住
宅
（
森
地
区
）

・
開
設
日
時
：
毎
週　

水
曜
日　

　
　
　
　
　
　

10
時
30
分
～
17
時

・
内
容
：
健
康
づ
く
り
運
動
、
調
理
実

習
な
ど
の
生
活
訓
練
、
余
暇
活
動

・
施
設
利
用
料
：
無
料

【
問
合
せ
先
】

栄
村
商
工
観
光
事
業
者

事
業
持
続
化
支
援
金

栄
村
商
工
観
光
事
業
者
誘
客
環
境

整
備（
Ｗ
ｉ
─
Ｆ
ｉ
整
備
）補
助
金

  

村
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
２
年
の
売
上

収
入
が
前
年
に
比
べ
て
30
％
以
上
減
少

し
た
村
内
商
工
観
光
事
業
者
に
支
援
金

を
支
給
し
ま
す
。

・
支
給
額
：（
令
和
元
年
売
上
額
─
令

和
２
年
売
上
額
）
×
35
％

　

上
限
額
：
法
人
１
０
０
万
円
、
個
人

事
業
主
50
万
円

・
申
請
方
法
：
村
Ｈ
Ｐ
で
支
給
要
綱
を

確
認
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
期
限
：
９
月
30
日 

【
問
合
せ
・
提
出
先
】

　

商
工
観
光
課
企
業
係（
ス
キ
ー
場
内
）

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
５
５

集
い
の
場『
に
じ
い
ろ
』

に
つ
い
て

心
と
か
ら
だ
の
健
康

相
談
会
に
つ
い
て

８
月
の
出
張
年
金
相
談

の
ご
案
内

　

長
野
北
年
金
事
務
所
で
は
、
毎
月
出

張
年
金
相
談
を
次
の
会
場
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
ご
予
約
の
う
え
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◇
中
野
市
会
場
：
中
野
市
中
央
公
民
館

　

相
談
日
：
８
月
３
日
㈫

　

予
約
受
付
期
間
：

７
月
２
日
～
７
月
29
日

◆
飯
山
市
会
場
：
飯
山
商
工
会
議
所

　

相
談
日
：
８
月
26
日
㈭

　

予
約
受
付
期
間
：

７
月
27
日
～
８
月
23
日

・
開
設
時
間
：
各
会
場
と
も
午
前
10
時

～
午
後
３
時
ま
で

※
相
談
時
間
は
30
分
毎
で
す
。

【
予
約
・
問
合
せ
先
】

　

長
野
北
年
金
事
務
所

　

お
客
様
相
談
室　

　

☎
０
２
６
─

２
４
４
─

４
０
９
７

診
療
所
検
診
の
お
知
ら
せ

　

3
月
の
検
診
希
望
調
査
書
に
て
、「
診

療
所
検
診
」
を
希
望
さ
れ
た
方
に
受
診

券
を
発
送
し
ま
し
た
。
お
手
元
に
届
き

ま
し
た
ら
診
療
所
窓
口
で
受
診
日
時
を

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
検
診
医
療
機
関

　

栄
村
国
保
診
療
所
（
内
科
）

・
検
診
期
間

　

7
月
1
日
㈭
か
ら
12
月
24
日
㈮

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
当
た
り
前

に
行
え
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
」「
ご
自
身
の
健
康
に
つ
い
て
心
配
な

こ
と
が
あ
る
」「
今
後
の
こ
と
で
心
配
な

こ
と
が
あ
る
」
な
ど
、
生
活
や
健
康
に

関
す
る
相
談
に
、専
門
医
が
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
予
約
制
と
な
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
日
　
時
：
7
月
15
日
㈭　

14
時
～
17
時

・
場
　
所
：
栄
村
役
場

・
相
談
医
：
佐
藤
病
院
医
師

【
予
約
・
問
合
せ
先
】

　

民
生
課　

健
康
支
援
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
０
２
０

・
検
診
の
種
類
　
　

　

結
核
検
診
、
前
立
腺
が
ん
、
大
腸
が

ん
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

※
申
込
を
さ
れ
て
い
な
い
方
で
受
診
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
役
場
民
生
課

健
康
支
援
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

民
生
課　

健
康
支
援
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
０
２
０

 

商
工
観
光
事
業
者
が
店
舗
な
ど
で
使

用
す
る
Ｗ
i
─
Ｆ
i
環
境
整
備
に
つ
い

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

・
支
給
額
：
対
象
経
費
の
４
／
５
以
内

（
上
限
80
万
円
）

・
申
込
方
法
：
村
Ｈ
Ｐ
で
交
付
要
綱
を

確
認
し
、
事
業
計
画
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

・
提
出
期
限 

：
８
月
10
日

【
問
合
せ
・
提
出
先
】

　

商
工
観
光
課
企
業
係（
ス
キ
ー
場
内
）

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
５
５

　

民
生
課　

住
民
福
祉
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４
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廃
乾
電
池
回
収
箱
に
つ

い
て
の
お
願
い

税
務
署
か
ら
感
謝
状
を

い
た
だ
き
ま
し
た

　

現
在
村
で
は
、
各
地
区
に
使
用
済
み

電
池
を
回
収
す
る
廃
乾
電
池
回
収
箱
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
回
収
箱
に
つ

い
て
、
次
の
点
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
電
球
は
入
れ
な
い
。（
対
象
は
乾
電

池
・
ボ
タ
ン
電
池
・
携
帯
電
話
の
電

池
等
で
す
）

②
電
池
の
み
を
入
れ
る
。（
持
ち
込
み

に
使
用
し
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
は
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
）

相
続
登
記
特
別
無
料
相

談
に
つ
い
て

秋
山
三
山
山
開
き
が

行
わ
れ
ま
し
た

　

相
続
の
心
配
ご
と
を
解
決
し
ま
せ
ん

か
？

・
日
時
：
8
月
2
日
㈪
～
8
月
6
日
㈮

　

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

・
場
所
：
県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

　
（
事
前
に
電
話
連
絡
が
必
要
）

・
相
談
料
：
無
料

・
予
約
：
各
司
法
書
士
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
２
６
─

２
３
２
─

７
４
９
２

③
未
使
用
の
電
池
を
入
れ
な
い
。（
未

使
用
の
電
池
は
火
災
等
に
発
展
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
）

　

回
収
箱
に
つ
い
て
は
、
適
宜
確
認
を

し
て
い
ま
す
が
、
回
収
箱
が
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
い
る
場
合
や
回
収
が
困
難
な

状
態
に
破
損
し
て
い
る
場
合
（
底
に
穴

が
空
い
て
い
る
）
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら

役
場
民
生
課
住
民
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

民
生
課　

住
民
福
祉
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

　

村
の
申
告
会
場
で

受
け
付
け
た
所
得
税

の
確
定
申
告
書
に
つ

い
て
、e-T

ax

を
経

由
し
税
務
署
へ
送
信

す
る「
デ
ー
タ
引
継
」

を
、
今
年
か
ら
積
極

的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
対
し
て
、
信

濃
中
野
税
務
署
の
大
原
一
也
署
長
か
ら

感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
に
よ
り
、
事
務
処
理
の
効

率
化
が
図
ら
れ
「
書
面
提
出
に
比
べ
て

還
付
金
が
早
く
受
け
取
れ
る
」
な
ど
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
住
民
の
皆
様
の
利
便
性
の
向

上
や
、
行
政
事
務
の
効
率
化
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

６
月
１
日
㈫
に

苗
場
山
・
鳥
甲

山
・
佐
武
流
山
の

三
山
山
開
き
神
事

が
苗
場
神
社
（
小

赤
沢
）
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
も

昨
年
度
と
同
様
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
参
加
者
を
限
定
し
、
苗
場
神
社
本
殿

に
て
登
山
者
の
安
全
を
祈
願
し
、
神
事

の
み
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
苗
場
山
頂
ヒ
ュ
ッ
テ
の
営
業
情
報
等
）

　

現
在
、
予
約
は
８
月
16
日
宿
泊
分
ま

で
可
能
で
す
。
８
月
17
日
以
降
の
宿
泊

予
約
は
７
月
17
日
か
ら
１
か
月
先
ま
で

の
予
約
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
宿
泊
受
入
定
員
は

１
日
50
名
程
度
で
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

苗
場
山
観
光
株
式
会
社

　

☎
０
２
５
─
７
６
７
─

２
２
９
７

　
（
水
曜
日
定
休
）

サマージャンボ宝くじ
1等・前後賞合わせて７億円！

サマージャンボミニ
1等・前後賞合わせて5千万円！

　この宝くじの収益金
は、市町村のまちづく
りや環境対策、福祉向
上のために使われます。
～宝くじは長野県内の
宝くじ売り場でお買い
求めください～

●スローガン　「信濃路は　みんなの笑顔　つなぐ道」
●期　　　間　７月22日㈭～７月31日㈯
●重点項目
　①夏休みの子供の交通事故防止
　②歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
　③高齢運転者等の安全運転の励行
　④飲酒運転をはじめとする悪質・危険な運転の根絶
　　夏の交通安全運動が実施されます

夏の交通安全運動が
実施されます
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�

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

◇
木
鉢
調
査
へ
同
行
◇

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
で
は
学
術
研
究
奨
励

事
業
目
的
と
し
て
本
年
度
は
6
件
の
研
究
を

採
択
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
１
件
は
静
岡

県
富
士
市
の
学
芸
員
で
あ
る
井
上
卓
哉
さ
ん

に
よ
る
秋
山
木
鉢
の
調
査
で
す
。
井
上
さ
ん

は
、
長
年
秋
山
郷
に
通
い
、
山
と
人
の
暮
ら

し
を
テ
ー
マ
に
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

5
月
29
日
㈯
に
こ
の
調
査
に
同
行
し
ま
し

た
。故
山
田
和
幸
氏（
和
山
）が
長
年
木
鉢
作

り
に
使
っ
て
い
た
道
具
を
１
点
１
点
丁
寧
に

寸
法
を
測
り
、
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
・
写
真
撮
影

等
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
中
、
生
前
の
山
田

氏
が
木
鉢
を
作
る
様
子
が
記
録
さ
れ
た
映
像

を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山
に
入
り
木

を
見
定
め
て
切
る
姿
、
一
本
の
丸
太
か
ら
木

鉢
が
で
き
る
ま
で
の
工
程
、
完
成
し
た
木
鉢

を
用
い
て
、
訪
れ
る
人
へ
山
の
恵
を
も
て
な

す
姿
か
ら
、
自
然
の
恵
を
巧
み
に
利
用
し
て

豊
か
に
生
活
を
送
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

秋
山
伝
統
工
芸
品
の
木
鉢
の
制
作
に
携
わ

る
方
が
少
な
く
な
り
大
変
寂
し
く
思
い
ま

す
。
先
人
が
残
し
た
知
恵
・
技
術
の
恩
恵
を

享
受
し
て
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
去
ら
れ
る
こ

と
な
く
、
村
の
財
産
と
し
て
語
り
継
が
れ
る

よ
う
に
保
存
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
ま

た
、
学
術
研
究
の
参
考
と
し
て
皆
さ
ま
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

井上氏による調査活動

第6回 フォトコンテスト入賞作品展示のご案内
◦場　　所：役場２階
◦展示期間：７月上旬から８月上旬
◦展示点数：28点

～歩いて楽しむ「トレッキングツアー」～
第３回　令和3年７月１１日㈰

9：00～15：30（予定）～あずき坂編～

詳細についてはジオパーク推進室☎025-765-1600まで

岳
北
広
域
行
政
組
合

職
員
募
集
に
つ
い
て

・
募
集
職
種
お
よ
び
人
数

　

消
防
職
（
初
級
）　

若
干
名　

・
受
験
資
格

①
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
等

学
校
卒
業
若
し
く
は
卒
業
見
込
み
の
方

②
消
防
職
員
の
経
験
が
あ
る
方
、
ま
た
は

救
急
救
命
士
の
資
格
が
あ
る
方
で
平
成

６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※
こ
の
他
住
所
用
件
等
あ
り

・
申
込
先　

岳
北
広
域
行
政
組
合
総
務
課

・
申
込
受
付
期
間

　

７
月
26
日
㈪
～
８
月
16
日
㈪

・
試
験
案
内
、
申
込
書
の
配
布
場
所

　

飯
山
消
防
署
・
野
沢
分
署
・
栄
分
署
・

各
組
合
組
織
市
村
窓
口

・
第
一
次
試
験
日
：
９
月
19
日
㈰

　

詳
し
く
は
岳
北
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

岳
北
広
域
行
政
組
合
総
務
課

　

☎
０
２
６
９
─

６
２
─

０
１
１
９

・
期
日
：
9
月
25
日
㈯

・
場
所
：
大
町
市
運
動
公
園

・
参
加
資
格

2
0
2
1
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
の
参
加
者

募
集

　

長
野
県
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

・
競
技
種
目

①
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ　

②
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

③
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ　

④
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

⑤
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

⑥
弓
道

⑦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ　

⑧
ペ
タ
ン
ク

⑨
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー　

⑩
テ
ニ
ス

　

競
技
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

・
参
加
費
：
1
人
5
0
0
円

・
申
込
期
間
：
7
月
30
日
㈮
ま
で

【
問
合
せ
・
申
込
先
】

　

長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー　

北
信
支
部

　

☎
０
２
６
９
─

６
２
─

３
７
２
５

　

７
月
１
日
㈭
、
野
々
海
池
の
大
明
神
を

祭
る
石
碑
前
に
お
い
て
、
野
々
海
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
々
海
池
は
、
豊
栄
、
水
内
地
域
の
農

業
用
水
や
地
域
用
水
の
た
め
池
と
し
て
の

役
割
を
持
つ
貴
重
な
水
源
で
す
。

　

本
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、神
事
の
み
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
野
々
海
水
利
組
合
役

員
に
よ
り
、
豊

作
祈
願
並
び
に

野
々
海
高
原
の

観
光
発
展
、
利

用
者
の
安
全
祈

願
が
滞
り
な
く

執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。 野

々
海
祭
り

神事の様子
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「
東
京
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
暑
い
よ
。
長

野
に
住
ん
で
る
の
が
羨
ま
し
い
な
」
都
会

に
住
む
友
人
た
ち
と
話
す
た
び
に
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
言
わ
れ
、
食
傷
気
味
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
西
部
地
区
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
佐
藤
で
す
。
５
月
は
例
年
に
比

べ
て
涼
し
か
っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
６

月
に
入
っ
て
か
ら
一
気
に
暑
く
な
り
ま
し

た
ね
。
僕
も
か
つ
て
そ
う
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
他
県
の
人
か
ら
見
る
と
、
長
野
と

い
う
だ
け
で
涼
し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

も
た
れ
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
偏
見
に
負
け

ず
、
こ
れ
か
ら
来
る
栄
村
の
暑
い
暑
い
夏

を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
5
・
6
月
の
活
動
報
告
で
す
。

こ
れ
ら
の
期
間
は
主
に
二
つ
の
活
動
を
中

心
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、
前
回
に
引
き
続
き
サ

ウ
ナ
づ
く
り
で
す
。
法
律
面
で
の
条
件
を

ク
リ
ア
し
、
地
域
の
方
と
も
お
話
を
す
す

め
、
あ
る
程
度
了
解
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。
残
る
は
予
算
や
運

営
の
問
題
。
ど
の
よ
う
な
形
な
ら
継
続
的

な
運
営
が
で
き
る
の
か
、
経
営
の
専
門
の

方
を
交
え
て
慎
重
に
話
を
進
め
て
い
ま

す
。
未
だ
に
具
体
的
な
情
報
を
発
信
で
き

ず
非
常
に
歯
が
ゆ
い
気
持
ち
で
す
。
し
か

し
着
実
に
前
に
進
ん
で
い
る
の
で
、
こ
の

ま
ま
建
設
に
向
け
て
行
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
米
づ
く
り
で
す
。
す
じ
ま
き

か
ら
田
植
え
ま
で
、
主
に
小
滝
地
区
で
の

米
づ
く
り
に
引
き
続
き
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
特
に
田
植
え
機
の
操
作

は
、
地
域
の
方
か
ら
の
熱
烈
な
指
導
、
時

に
は
本
気
で
視
力
の
心
配
を
さ
れ
つ
つ
も

（
矯
正
し
て
両
目
と
も
1
・
0
で
す
）
不

格
好
な
が
ら
、
な
ん
と
か
覚
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

協
力
隊
任
期
後
の
生
業
も
視
野
に
入

れ
、
サ
ウ
ナ
の
よ
う
に
新
し
く
始
め
る
事

業
、
ま
た
米
づ
く
り
の
よ
う
に
初
年
度
か

ら
関
わ
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
事
業
、
ど

ち
ら
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
活
動
し
今
後
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

佐
藤
慎
平
）

❖❖
村
誌
編
纂
室
か
ら
�
❖❖

　

５
月
30
日
㈰
午
後
１
時
か
ら
栄
村
文

化
会
館
か
た
く
り
ホ
ー
ル
で
、
栄
村
誌

執
筆
者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
32
名

の
執
筆
者
の
う
ち
26
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

宮
川
幹
雄
村
長
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
栄
村
誌
と
い
う
大
事
業
の
完
成
を

み
る
こ
と
は
誠
に
感
動
的
」、
笹
本
正

治
監
修（
長
野
県
立
歴
史
館
特
別
館
長
）

か
ら
は
「
発
刊
後
い
か
に
活
用
し
て
ゆ

く
か
が
課
題
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

込
め
た
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

書
名
は
『
長
野
県
栄
村
誌
歴
史
編
』、

『
長
野
県
栄
村
誌
自
然
編
』
と
し
、
販

売
価
格
は
歴
史
編
3
，
0
0
0
円
、
自

然
編
1
，
5
0
0
円
と
す
る
ほ
か
、
進

捗
状
況
を
執
筆
者
間
で
再
確
認
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
執
筆
原
稿
は
６
月
か
ら
第
１

次
校
正
、
７
月
に
第
２
次
校
正
に
入
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

全
体
会
後
は
、
歴
史
第
１
部
会
・
歴

史
第
２
部
会
・
民
俗
部
会
・
自
然
部
会

に
分
か
れ
て
、
校
正
刷
り
を
見
な
が
ら

原
稿
が
重
複
す
る
部
分
の
調
整
や
表
記

の
統
一
、
年
表
、
人
名
索
引
、
参
考
文

献
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
編
纂
室
で
は
５
名
の
職
員

（
臨
時
的
任
用
）
に
よ
り
、
寄
贈
・
寄

託
さ
れ
た
村
内
の
古
文
書
の
読
み
解
き

を
加
速
し
、
目
録
の
打
ち
込
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
古
文
書
の
目
録

集
の
作
成
も
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

【
連
絡
・
問
合
せ
先
】

　

栄
村
誌
編
纂
室　

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８

２
年
ぶ
り
の
執
筆
者
会
議

古
文
書
の
目
録
集
作
成
へ

執筆者全体会議

地
域
お
こ
し
協
力
隊

Vol.9

佐
藤
隊
員
活
動
通
信
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残
っ
て
い
ま
し
た

希
少
種
オ
キ
ナ
グ
サ
！

り
、
安
心
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
長
野
県
で
は
、
指
定
希
少

野
生
動
植
物
と
し
て
、
八
十
種
を
指
定
し

て
い
ま
す
。
捕
獲
・
採
取
・
殺
傷
又
は
損

傷
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
知

事
に
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
そ
の
う
ち
の
二
十
種
は
、
特
別
指
定
希

少
野
生
動
植
物
と
し
て
、
捕
獲
・
採
取
・

殺
傷
又
は
損
傷
は
禁
止
さ
れ
、
販
売
等
事

業
を
行
お
う
と
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
知
事
に
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

植
物
で
は
五
十
二
種
が
指
定
さ
れ
て
お

り
、
オ
キ
ナ
グ
サ
も
そ
の
一
種
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
調
査
で
、
民
家
の
庭
先
や
畑
の

脇
な
ど
に
植
え
ら
れ
た
も
の
も
見
か
け
ま

し
た
。
恐
ら
く
近
く
の
自
生
地
か
ら
移
植

し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
山
野
草
を
庭
先
に
植
え
る
こ

と
は
、
私
た
ち
が
昔
か
ら
行
っ
て
き
た
自

然
の
植
物
を
愛
で
る
行
為
の
一
つ
で
す
。

　

し
か
し
、
オ
キ
ナ
グ
サ
も
含
め
、
様
々

な
植
物
が
現
在
希
少
種
と
な
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
新
た
に
自
生
地
か
ら
採
取

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
厳
禁
で
す
が
、
す

で
に
植
え
て
あ
る
も
の
は
、
希
少
な
植
物

を
保
護
・
育
成
、
そ
し
て
増
殖
し
て
い
る

と
考
え
て
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ヤ
マ
ユ
リ
も
希
少
種
に
！

　

前
述
の
長
野
県
指
定
希
少
動
植
物
の
中

に
は
、
オ
キ
ナ
グ
サ
の
他
に
も
ヤ
マ
ユ
リ

や
サ
サ
ユ
リ
、
ト
キ
ソ
ウ
な
ど
、
村
内
に

　

本
年
度
は
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
を
は
じ
め
、

チ
ョ
ウ
類
や
ト
ン
ボ
類
が
現
れ
る
ま
で
の

期
間
、
早
春
の
植
物
を
調
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
特
に
気
に
か
け
て
調
査
し

た
植
物
の
一
つ
が
、
オ
キ
ナ
グ
サ
で
す
。

　

本
種
は
四
月
下
旬
か
ら
五
月
中
旬
に
か

け
て
、
暗
い
赤
紫
色
の
あ
ま
り
目
立
た
な

い
花
を
下
向
き
に
咲
か
せ
ま
す
。
山
野
の

草
地
や
田
ん
ぼ
の
畦
下
の
斜
面
な
ど
、
日

当
た
り
の
よ
い
場
所
を
好
む
植
物
で
す
。

　

花
が
終
わ
る
と
タ
ン
ポ
ポ
の
よ
う
に
種

の
付
い
た
綿
毛
が
現
れ
ま
す
が
、
そ
の
綿

毛
が
羽
毛
状
に
伸
び
、
ま
る
で
老
人
の
白

髪
に
も
見
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、「
オ
キ

ナ
グ
サ
（
翁
草
）」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
花
か
ら
種
へ
と
移
り
変
わ
る
姿
に

希
少
動
植
物
調
査
員

か
ら
の
報
告
⑧

趣
（
お
も
む
き
）
が
あ
り
、
山
野
草
マ
ニ

ア
の
中
で
も
特
に
人
気
の
高
い
植
物
で
す
。

　

現
在
、
生
育
に
適
し
た
場
所
の
減
少
や

乱
獲
の
た
め
、全
国
で
そ
の
数
を
減
ら
し
、

環
境
省
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
、
長
野
県
絶
滅
危

惧
Ⅰ
Ｂ
類
と
い
う
極
め
て
絶
滅
の
恐
れ
が

高
い
希
少
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
春
の
調
査
で
は
、
少
な
く
て
も
村

内
の
四
か
所
で
自
生
地
を
確
認
し
ま
し

た
。
中
に
は
、
広
範
囲
に
渡
っ
て
オ
キ
ナ

グ
サ
が
群
生
し
て
い
る
場
所
も
あ
り
、
見

事
で
し
た
。
ま
た
、
地
主
の
方
が
群
生
地

を
大
切
に
守
っ
て
い
る
と
お
聞
き
し
た
場

所
も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
想
像
し
た
以
上
に
、
オ
キ
ナ

グ
サ
が
村
内
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

自
生
す
る
多
く
の
種
が
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
キ
ン
ラ
ン
の
よ
う
に
、
特
別
指
定
種

に
な
っ
て
い
る
植
物
も
あ
り
ま
す
。

　
「
え
っ
、
ヤ
マ
ユ
リ
が
希
少
種
？
」
と
、

驚
か
れ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
実
は

長
野
県
で
は
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

栄
村
は
、
県
内
で
も
山
野
に
自
生
す
る

ヤ
マ
ユ
リ
の
多
い
と
こ
ろ
で
、
長
野
市
な

ど
他
市
町
村
か
ら
村
内
に
来
る
人
は
、
そ

の
多
さ
に
び
っ
く
り
す
る
そ
う
で
す
。

　

現
在
村
内
で
は
広
く
見
ら
れ
、
数
も
多

く
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
調
査
時
に
は
、「
ヤ

マ
ユ
リ
街
道
」
と
し
て
大
切
に
し
て
い
る

集
落
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
は
数
が
多
い
か
ら
と
、
安

心
し
て
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
昨

年
の
調
査
の
途
中
に
、
ヤ
マ
ユ
リ
の
球
根

が
イ
ノ
シ
シ
に
掘
り
起
こ
さ
れ
た
跡
を
多

く
見
か
け
ま
し
た
。
今
後
、
こ
う
し
た
野

生
動
物
の
被
害
も
心
配
で
す
。

　

オ
キ
ナ
グ
サ
を
は
じ
め
と
す
る
、
数
多

く
の
山
野
草
が
、
次
の
世
代
の
人
々
の
目

を
も
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
よ
う
、
園
芸
目

的
の
山
野
草
の
採
取
を
慎
む
と
と
も
に
、

そ
の
環
境
を
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

�

（
希
少
動
植
物
調
査
員
・
涌
井
泰
二
）

オキナグサ。日当たりのよい田の畦下の斜
面に残っていました！

花後に現れる羽毛状の綿毛。オキナグサ（翁
草）の名の由来になっています。

長野県指定
希少野生動植物が
ご覧いただけます。
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５月火災・救助・救急出動件数

最高気温 29.7℃ ５月１５日㈯

最低気温 3.5℃ ５月４日㈫

平均気温 15.6℃ 総 雨 量 121.5㎜

栄村の気象（５月）

世帯数 805世帯 前月比±0
人　口 1,716人 ＋2
男 819人 ±0
女 897人 ＋2

出生 0
死亡 2
転入 5
転出 1

世帯と人口（６月１日現在） ５月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 0 84 飯山日赤� 7

津南病院� 1
そ の 他� 2
不 搬 送� 0
合　　計� 10
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 16

野沢温泉村 0 0 18

栄 村 0 0 10

管 轄 外 等 0 0 0

火の危険　知ってるだけじゃ　意味がない

７月の納税等
〇固定資産税　　　〇国民健康保険税
〇介護保険料　　　〇後期高齢者医療保険料
〇村営住宅料　　　〇ケーブルテレビ使用料
〇教員住宅使用料　〇合併浄化槽使用料
〇保育料　　　　〇農業集落排水処理使用料
〇学童保育料

生活カレンダー７月

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　8月2日㈪　です
口座振替日
　農協・郵便局　　　７月26日㈪
　八十二銀行・県信　７月26日㈪

子
ど
も
・
子
育
て

【
保
育
園
開
放
日
】　

　

日
時
：
13
日
㈫
・
27
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

　

場
所
：
北
信
保
育
園

【
子
育
て
相
談
日
】

　

日
時
：
7
日
㈬　

午
前
９
時
か
ら

　

場
所
：
ひ
な
た
ぼ
っ
こ

【
離
乳
食
教
室
】

　

日
時
：
27
日
㈫　

午
前
10
時
か
ら

　

場
所
：
栄
村
診
療
所
2
階 

集
団
検
診
室

【
あ
そ
び
の
教
室
】

　

日
時
：
21
日
㈬　

午
前
９
時
半
か
ら

　

場
所
：
北
信
保
育
園

健
　
康

【
結
核
検
診
】

　

日
時
：
８
日
㈭
・
９
日
㈮

　
　
　
　

午
前
９
時
半
か
ら
各
公
民
館
を
巡
回

【
女
性
が
ん
検
診
セ
ッ
ト
】

　

日
時
：
19
日
㈪　

午
前
９
時
か
ら

　

場
所
：
役
場
か
た
く
り
ホ
ー
ル

そ
の
他

【
集
い
の
場
に
じ
い
ろ
開
放
日
】

　

日
時
：
毎
週
水
曜
日
（
７
日
・
14
日
・
21
日
・

28
日
・
８
月
４
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
半
か
ら

　

場
所
：
旧
医
師
住
宅
（
森
）

〈登録方法〉
　右のＱＲコードを読み取り、追加又は以下の方
法で登録してください。
①LINEアプリを開き、検索で「栄村」
　と入力
②LINEアプリを開き、「友だち追加」
　のID検索で＠sakaevillと入力

村の情報はLINEでも配信しています。
ぜひお友達登録をお願いします。
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栄
村

農
業
委
員
会
だ
よ
り

令和２年度 の主な事業報告

令和３年度の主な活動方針

◦農地法に係る処理件数
・農地法第３条（農地の売買等）　　　　　　５件（13筆、6,369㎡）
・農地法第４条（農業用施設への転用）　　　２件（２筆、　223㎡）
・農地法第５条（権利移動を伴う農地転用）　１件（１筆、　　41㎡）

◦農業経営基盤強化法による農地の賃貸借（利用権設定）
　35件（52筆、61,318㎡）

●人・農地プランの実質化に向けて
　森地区、野田沢地区で、５年後10年後の後継者不足や耕作放棄地の増加など
の問題を解決するため、今後の中心となる経営体や農業のあり方について話し
合いが行われました。

　農業委員会は農業委員10名と農地利用最適化推進委員４名で荒廃農地の防止
対策や、遊休農地の解消、新規担い手への育成等の取組みを進めるために様々
な活動や取組を行います。
　今年度も農業委員会は以下の委員会（部会）に分かれ、主体的に取り組みを
実施する予定です。

◦農地委員会（委員長　斉藤元一）
　メンバー：農業委員：保坂政勝、福原高男、福原 初、島田裕水
　　　　　　推進委員：相澤博文、市川憲一
　・農地パトロールを実施し、農地の集積・集約化
　　を進める。
　・人・農地プランの実質化に向けて、計画的に各
　　地区へのアンケートや話合いを実施する。

◦振興委員会（委員長　廣瀬秀勝）
　メンバー：農業委員　中村久美子、樋口秀孝、山本幸章、油科恵子
　　　　　　推進委員　月岡勝彦、森下貞夫
　・栄村の米の販売について、村、農協、議会議員、農業委員会の四者間で話
合いを開催し、今後の展望を考えていく。

　・農業者と農業に関心のある人を集め、栄村の農業の現状を踏まえてどんな
農業ができるかなどについて、意見交換会を実施する。

農地の売買・転用には
農業委員会等の許可が必要です！

　農地は自分の土地であっても、売買する場合や、住宅
新築など耕作以外の目的に使用する場合は、農業委員会
または長野県知事の許可が必要です。
　農地の売買、転用等計画のある方は、お近くの農業委
員か農業委員会事務局にお早めにご相談ください。
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農業者年金（担い手積立年金）

　

自
然
豊
か
な
、
私
達
の
郷
土
栄
村
の
恵
み

を
活
か
し
た
中
山
間
地
農
業
の
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
皆
様
方
と
共
に
考
え
取
り
組

ん
で
、
先
人
達
の
築
き
上
げ
た
大
切
な
土
地

と
思
い
を
後
世
に
継
な
げ
て
い
く
事
が
出
来

る
よ
う
に
、一
人
で
も
多
く
の
若
い
人
達
に
、

魅
力
と
関
心
を
持
っ
て
後
継
者
に
な
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
く
事
が

今
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
様
方
の
ご
助
言
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
み
ん
な
で
栄
村
の
農
業
を
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

�

広
報
編
集
委
員　

山
本
幸
章

編

後

集

記

　

令
和
三
年
四
月
一
日
付
の
人
事
異
動
に

よ
り
、
事
務
局
職
員
が
変
わ
り
ま
し
た
。

●
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　
斎
藤
久
智

●
農
業
委
員
会
事
務
局
書
記

　
髙
橋
優
太

〜
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
〜

　

令
和
３
年
５
月
25
日
に
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、Y

outube
ラ
イ
ブ
配
信
に
よ
る
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

大
会
で
は
、
農
業
・
農
村
の
活
性
化
に
向
け
た
政
策
提
案
の

決
議
、
活
動
の
申
し
合
わ
せ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
他
県
の
農
業
委
員
会
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用

し
た
農
業
委
員
会
活
動
や
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
向
け

た
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
、活
動
事
例
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

令
和
３
年
度

農業者の皆さん、農業者年金に加入しませんか？

加入資格：①60歳未満　②国民年金第１号保険者
　　　　　③年間60日以上農業に従事していること
メリット：①少子高齢化時代に対応した積立方式の終身年金です。
　　　　　②保険料の額は自由に決められます。
　　　　　　（月額２万円から最高６万７千円
　　　　　　まで）
　　　　　③年金は生涯支給されます。
　　　　　　（80歳までの保証付き終身保険）
　　　　　④所得税・住民税が節税になります。

詳しい内容をお知りになりたい方は、お近くのJA、農業
委員または農業委員会事務局まで。

　村では安心して農地の貸し借りができる制度として、農業経営基盤強化促進法に基づく利用権の設定を
行っており、他の人の農地を借りて耕作したり、自分の農地を他の人に貸すときは、農業経営基盤強化促
進法に基づく「利用権設定」の届出が必要です。
　遊休農地の発生防止・解消の観点からも「高齢や仕事の都合により耕作ができない」「経営規模を拡大
したい」という方は是非手続きをしてください。

○この制度のメリット
　・農地法の許可が不要で手続きが簡易です。
　・期限が来れば、貸した農地は必ず返ってきます。
　・貸借期間が満了しても、再設定により継続して貸し借りすることが出来ます。

○事業の流れ　　　　　　　　　　　○申請書について
　①農地の貸し手と借り手が合意　　　・設定の申請書は毎月受け付けています。
　②「利用権設定申出書」を提出　　　・用紙は農業委員会事務局にありますの
　③農業委員会の決定　　　　　　　　　で、随時お問合せください。
　④計画の公告
　⑤契約の成立

農地の貸し借り（利用権設定）について

事
務
局
職
員
が

変
わ
り
ま
し
た
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「
問
題
で
す
！
こ
の
中
に
は
何
が
祀
ら
れ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
」

「
か
み
さ
ま
～
！
」

「
え
～
？
？
わ
か
ん
な
い
」

　

６
月
13
日
㈰
、
小
雨
が
降
る
中
、
小
滝
の

秋
葉
様
の
前
に
は
子
ど
も
か
ら
年
配
の
方
ま

で
多
く
の
方
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

各
集
落
で
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
タ
ケ

ノ
コ
狩
り
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
会
食
に
よ

る
コ
ロ
ナ
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
中
止
に
し
た

と
こ
ろ
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
小
滝
公
民
館

で
も
、
タ
ケ
ノ
コ
狩
り
は
中
止
に
し
ま
し
た

が
、「
せ
っ
か
く
の
田
休
み
だ
か
ら
、『
な
る

ほ
ど
！
小
滝
』
と
題
し
て
、
小
滝
住
民
に
よ

る
小
滝
め
ぐ
り
を
し
よ
う
！
」
と
集
落
め
ぐ

り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
毎
日
暮
ら
し
て
い
て
も
、
関
心
を
持
た

な
け
れ
ば
、
知
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

る
」と
館
長
の
樋
口
正
幸
さ
ん
。
こ
の
日
は
、

秋
葉
様
、
観
音
様
、
お
宮
様
、
道
祖
神
、
庚

申
塔
を
ま
わ
り
、
新
た
な
地
域
資
源
と
思
わ

れ
る
一
里
塚
ら
し
き
場
所
や
、
希
少
動
植
物

の
生
息
に
つ
い
て
話
を
し
な
が
ら
小
滝
集
落

を
ひ
と
回
り
。

　

今
で
は
集
落
の
真
ん
中
に
位
置
す
る
道
祖

神
は
、
昔
の
道
や
昔
の
家
並
み
か
ら
、
そ
こ

が
集
落
の
入
り
口
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
お
宮
様
と
呼
ん
で
い
る
神
社
は

「
十
二
社
」
で
山
の
神
様
。
柱
に
残
さ
れ
た

落
書
か
ら
、
こ
の
建
物
が
２
２
８
年
前
に
は

建
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。ま
た
、

庚
申
塔
で
は
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
埋
め
ら
れ

て
い
て
、
60
年
に
１
回
掘
り
返
す
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
次
は
19
年
後
の
庚
申
の
年
。「
あ

ち
ゃ
俺
は
生
き
て
る
か
？
」「
お
な
は
ま
だ

だ
い
じ
ょ
ぶ
だ
！
」「
ボ
ク
〇
歳
の
時
だ
！
」

「
結
婚
し
て
る
か
な
？
」「
よ
し
！
若
者
!
子

ど
も
た
ち
！
頼
む
ぞ
！
」
そ
ん
な
声
が
飛
び

交
い
ま
す
。

　

ひ
と
回
り
の
後
は
、
こ
の
日
、
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
撮
影
し
た
写
真
で
集
落
め

ぐ
り
を
ふ
り
返
り
、「
な
る
ほ
ど
～
、
こ
う

や
っ
て
見
え
て
い
る
ん
だ
ね
」「
い
い
写
真

だ
ね
」
と
大
人
か
ら
た
く
さ
ん
の
誉
め
言
葉

を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

小
滝
は
３
０
０
年
後
を
目
指
し
た
集
落
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
集
落
の
歴
史
を
振

り
返
り
、
み
ん
な
で
確
認
し
合
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
、
先
人

が
繋
い
で
く
れ
た
集
落
の
営
み
や
命
に
感
謝

す
る
機
会
と
な
り
、
子
ど
も
、
若
者
を
交
え

た
こ
と
で
、
ま
た
一
つ
、
世
代
を
超
え
た
こ

れ
か
ら
の
集
落
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

上：一里塚と思われる場所にて
右：秋葉様にて

集落めぐり
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こ
ら
っ
せ
通
信

研
究
に
研
究
を
重
ね
て
導
き
出
し
た
、
有

用
菌
の
力
を
活
か
し
た
元
気
野
菜
づ
く
り

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
以
下
講
座
内
容
を
要
約
し
ま
す
）

●
モ
グ
ラ
は
敵
で
は
な
か
っ
た
！

　

モ
グ
ラ
は
畑
を
荒
ら
す
厄
介
者
と
思
わ

れ
て
い
る
。
モ
グ
ラ
が
畑
で
何
を
し
て
い

る
か
と
い
う
と
、
ミ
ミ
ズ
を
探
し
て
い
る

の
だ
。
ミ
ミ
ズ
は
腐
敗
し
か
け
た
有
機
物

を
食
べ
る
。
ミ
ミ
ズ
が
多
く
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
土
が
腐
敗
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
モ
グ
ラ
は
そ
の
腐
敗
臭
の
あ
る
と

こ
ろ
に
穴
を
掘
っ
て
い
る
。
熟
成
さ
れ
た

た
い
肥
を
使
用
し
、
有
用
菌
で
あ
ふ
れ
、

土
が
浄
化
さ
れ
る
と
、
酸
素
の
い
き
わ
た

ら
な
い
地
下
深
い
部
分
だ
け
が
空
気
不
足

で
微
妙
に
腐
敗
す
る
。
す
る
と
、
モ
グ
ラ

は
、
作
物
に
影
響
の
な
い
、
深
い
部
分
を

通
る
よ
う
に
な
る
。
モ
グ
ラ
が
通
っ
た
場

所
は
空
気
が
通
る
の
で
、
土
が
や
わ
ら
か

く
な
り
、
野
菜
の
根
が
深
く
ま
で
張
る
よ

う
に
な
る
。
モ
グ
ラ
の
お
か
げ
で
野
菜
は

ま
す
ま
す
元
気
に
な
る
。

●
草
も
味
方
に 

　

草
も
農
業
の
敵
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、

実
は
雑
草
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
土
が
よ
く

な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

草
は
人
間
が
取
る
か
ら
、
そ
れ
で
も
子

ど
も
を
つ
く
っ
て
生
え
よ
う
と
す
る
の

だ
。
す
ご
い
生
命
力
だ
。
草
を
取
ら
ず
に

い
る
と
野
菜
が
育
た
な
い
。
で
も
草
を
き

れ
い
に
取
っ
て
も
土
が
悪
く
な
っ
て
野
菜

が
育
た
な
い
。
で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

だ
ろ
う
か
。

　

第
三
の
方
法
が
あ
る
。
そ
の
畑
の
面
積

に
生
え
る
草
の
５
倍
ほ
ど
の
草
を
思
い
切

り
入
れ
る
と
、
ナ
ズ
ナ
や
ハ
コ
ベ
、
ホ
ト

ケ
ノ
ザ
な
ど
、
入
れ
た
草
と
は
違
う
、
あ

ま
り
害
に
な
ら
な
い
草
が
生
え
て
く
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
草
を
と
る
の
で
は
な
く

て
、
草
を
も
っ
と
入
れ
れ
ば
別
の
世
界
が

起
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
は
実
験
に

よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。

●
虫
は
弱
っ
た
野
菜
を
食
べ
る

　
「
や
さ
い
に
虫
が
つ
い
て
困
る
」
と
い

う
思
い
を
抱
い
て
い
る
農
業
者
は
多
い
。

実
は
、
虫
は
弱
っ
た
野
菜
を
食
べ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
元
気
な
野
菜
は
フ
ァ

イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
と
い
う
成
分
で
自
分
自
身

を
守
っ
て
い
る
た
め
、
虫
は
食
べ
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

　

わ
ざ
わ
ざ
弱
っ
た
野
菜
を
食
べ
る
青
虫

や
、
腐
っ
た
も
の
を
食
べ
る
ウ
ジ
虫
の
よ

う
な
生
き
物
が
存
在
す
る
。
こ
う
い
う
虫

や
微
生
物
た
ち
の
お
か
げ
で
、
地
球
は
循

環
し
て
い
る
。
そ
ん
な
虫
や
微
生
物
た
ち

を
私
た
ち
は
分
解
者
と
呼
ん
で
い
る
。

　

草
も
モ
グ
ラ
も
、
虫
も
み
ん
な
敵
で
は

な
く
て
、
こ
の
地
球
の
生
命
循
環
に
と
っ

て
役
割
が
あ
っ
て
生
き
て
い
る
。
弱
っ
た

野
菜
を
虫
が
食
べ
て
い
る
の
な
ら
、
私
た

ち
は
も
っ
と
元
気
な
野
菜
を
作
れ
ば
い
い
。

●
元
気
な
野
菜
で
元
気
人
間
づ
く
り 

　

フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
の
豊
富
な
野
菜
を

食
べ
る
と
、
人
の
腸
内
細
菌
も
活
発
に
な

り
、
感
染
症
に
か
か
り
に
く
く
な
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
菌
ち
ゃ
ん
フ
ァ
ー
ム
の
野

菜
を
使
っ
た
給
食
を
提
供
し
て
い
る
保
育

園
で
は
、
感
染
症
の
感
染
率
が
下
が
り
、

ア
ト
ピ
ー
や
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
緩
和
し

た
と
い
う
園
児
も
多
い
。

　

で
は
、
ど
う
し
た
ら
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ

ル
豊
富
な
野
菜
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
そ
れ
は
、
土
の
中
で
微
生
物
と
野
菜

が
つ
な
が
る
こ
と
。
微
生
物
か
ら
出
る
生

理
活
性
物
質
（
菌
ち
ゃ
ん
）
が
野
菜
に
伝

わ
る
こ
と
で
元
気
な
野
菜
が
作
れ
る
。
菌

ち
ゃ
ん
の
豊
富
な
畑
で
育
っ
た
野
菜
は
、

ミ
ネ
ラ
ル
も
豊
富
。
外
食
や
購
入
食
主
体

の
食
事
は
、
お
腹
の
善
玉
菌
が
減
り
、
微

量
栄
養
素
も
極
端
に
少
な
く
な
る
が
、
菌

ち
ゃ
ん
野
菜
を
食
べ
る
と
、
畑
が
変
わ
る

と
野
菜
が
変
わ
る
よ
う
に
、
人
の
お
な
か

も
、
善
玉
菌
と
微
量
ミ
ネ
ラ
ル
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
、
心
と
か
ら
だ
が
変
わ
る
。

　

昔
の
日
本
人
は
自
然
を
理
解
し
寄
り
添

っ
て
生
き
て
き
た
。
自
然
界
の
す
べ
て
を

意
味
の
あ
る
存
在
と
し
て
尊
重
し
、
畏
敬

の
念
を
持
っ
て
接
し
て
き
た
。
私
た
ち
が

た
く
さ
ん
の
生
命
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て

い
る
と
い
う
感
覚
を
、
経
験
を
通
し
て
実

感
し
て
ほ
し
い
。
私
は
自
然
界
は
英
知
に

満
ち
て
い
る
と
実
感
し
て
い
る
。

●
菌
ち
ゃ
ん
野
菜
の
つ
く
り
方

　

ま
ず
、
畝
を
少
し
高
く
し
、
周
囲
に
溝

を
掘
っ
て
、
低
い
と
こ
ろ
に
水
が
流
れ
て

い
く
よ
う
に
す
る
。
そ
こ
に
茅
や
セ
イ
タ

カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
な
ど
の
固
い
草
を
枯
ら

せ
て
た
っ
ぷ
り
の
せ
る
（
１
平
方
㍍
に
５

㌔
程
度
）。
そ
し
て
そ
こ
に
土
を
軽
く
乗

せ
て
黒
マ
ル
チ
を
か
け
る
。
こ
う
し
て
２

カ
月
目
に
穴
を
あ
け
て
、
中
に
入
れ
て
あ

る
草
を
よ
け
て
、
深
い
と
こ
ろ
に
タ
ネ
や

苗
を
植
え
る
と
い
い
野
菜
が
で
き
る
。
無

肥
料
な
う
え
に
草
だ
け
を
使
っ
て
、
短
時

間
に
い
い
土
が
で
き
る
方
法
な
の
で
、
ぜ

ひ
や
っ
て
ほ
し
い
。

　

今
回
の
講
演
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践

し
、継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、給

食
を
考
え
よ
う
の
会
と
共
に
、
菌
ち
ゃ
ん

畑
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
く
計
画
で
す
。

講
演
会
で
実
演
し
た
畑
は
こ
ら
っ
せ
道
向

か
い
。
8
月
下
旬
に
は
、
そ
の
畑
で
冬
野

菜
の
作
付
け
を
行
う
予
定
で
す
。
興
味
関

心
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

元気な土で　元気な野菜と
元気人間を作ろう！

公民館講演会

　

6
月
4
日
菌
ち
ゃ

ん
先
生
こ
と
吉
田
俊

道
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

大
地
と
い
の
ち
の
会

代
表
／
佐
世
保
市
）

を
お
招
き
し
、
栄
村

の
給
食
を
考
え
よ
う

の
会
と
共
催
で
講
演

会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

講
演
会
に
は
総
勢

34
名
が
参
加
し
、
吉

田
先
生
か
ら
、
農
業

改
良
普
及
員
を
や
め

て
、
無
農
薬
野
菜
に

取
り
組
ん
だ
際
の
苦

悩
を
交
え
な
が
ら
、
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一
石
を
投
じ
る

豊
か
な
自
然
を

未
来
へ
つ
な
ご
う

自
然
の
豊
か
さ
を
計
る
も
の

　

ト
ン
ボ
は
自
然
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
地
に
何
種
類
の
ト

ン
ボ
が
い
る
か
、
ど
ん
な
種
類
の
ト
ン
ボ

が
い
る
か
で
、
そ
の
地
の
自
然
の
豊
か
さ

が
計
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
に
は
ど
の
よ
う
な
ト
ン

ボ
が
飛
ん
で
い
ま
す
か
。
ト
ン
ボ
と
い
う

と
、
夏
の
オ
ニ
ヤ
ン
マ
や
秋
の
赤
と
ん
ぼ

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
実
は
栄
村
に
は
60
種
類
を
超
え
る
ト

ン
ボ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
希
少
動
植
物
の
調

査
。
今
年
も
雪
消
え
と
と
も
に
調
査
員
の

み
な
さ
ん
が
調
査
活
動
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
村
内
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
情

報
に
よ
り
、
昨
年
に
加
え
、
さ
ら
に
多
く

の
希
少
種
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
も
と
も
と
は
村
内

の
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
生
息
状
況
を
調
べ
る
た

め
に
始
ま
っ
た
も
の
で
す
が
、
ギ
フ
チ
ョ

ウ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ト
ン
ボ
、
鳥
、
植
物

等
、
希
少
種
全
般
の
生
息
に
つ
い
て
も
記

録
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
活
動
の
様
子
は
、
毎
月
の
広
報
で

も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
栄
村
に
は

実
に
多
く
の
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て

い
る
動
植
物
が
、
現
在
も
生
息
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

絶
滅
危
惧
種
っ
て
何
？

　

絶
滅
危
惧
種
と
は
、
絶
滅
の
恐
れ
が
生

じ
て
い
る
野
生
動
植
物
の
こ
と
を
指
し
ま

す
。
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物

を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

ま
と
め
た
も
の
は
「
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
」
と

呼
ば
れ
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（
国
際
自
然
保
護
連

合
）
に
よ
り
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
の
環
境
省
も
日
本
独
自
の

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
や
レ
ッ
ド
リ
ス
ト

を
作
成
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
も
、
こ

の
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
が
作
成
し
た
レ
ッ
ド
リ
ス
ト

の
評
価
基
準
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
絶
滅
危
惧
種
は
、
そ
の
個
体
数
に

よ
っ
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
分
け
ら
れ
て
い
ま

す
（
下
部
表
）。
環
境
省
で
は
、
毎
年
レ

ッ
ド
リ
ス
ト
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
２
０
２
０
年
の
調
査
で
新
た
に
40
種

類
の
個
体
数
が
絶
滅
危
惧
種
に
認
定
さ

れ
、
そ
の
数
は
３
７
１
６
種
に
も
な
る
よ

う
で
す
。
各
都
道
府
県
に
お
い
て
も
、
環

境
省
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
基
づ
い
て
レ
ッ
ド

リ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
長
野
県
で

は
、
平
成
10
年
よ
り
長
野
県
版
レ
ッ
ド
リ

ス
ト
を
作
成
し
、
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
野

生
動
植
物
の
生
息
状
況
を
解
説
し
て
い
ま

す
。

　

栄
村
に
は
、
ト
ン
ボ
に
限
ら
ず
、
多
く

の
生
き
物
た
ち
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
ア

カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
や
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
、
ク

ロ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
は
、
昔
か
ら
当
た
り
前
の

よ
う
に
い
る
生
き
物
た
ち
で
す
。し
か
し
、

全
国
的
に
見
る
と
個
体
数
が
急
速
に
減
少

し
て
お
り
、
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
サ
シ
バ
（
猛
禽
類
）
は
、

近
年
個
体
数
の
減
少
が
著
し
く
、
絶
滅
危

惧
種
Ⅱ
類
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
津
南
町
も
含
め
た
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ

ー
ク
内
に
は
、
絶
滅
危
惧
種
の
い
ず
れ
か

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
当
て
は
ま
る
動
植
物
が

3
6
0
種
以
上
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
、
栄
村
青
少
年
育
成
協
議
会

が
主
催
す
る
栄
村
自
然
学
校
で
、
涌
井
泰

二
さ
ん
（
希
少
動
植
物
調
査
員
）
を
講
師

に
、
ト
ン
ボ
観
察
会
を
行
い
ま
し
た
。
観

察
会
で
は
、
ト
ン
ボ
だ
け
で
な
く
、
チ
ョ

ウ
や
バ
ッ
タ
、
植
物
、
水
辺
の
生
き
物
の

観
察
を
行
い
、
涌
井
さ
ん
か
ら
、
ク
ロ
ゲ

ン
ゴ
ロ
ウ
や
ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
が
絶
滅
危

惧
種
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

ど
う
し
て
絶
滅
危
惧
種
が

た
く
さ
ん
い
る
の
？

絶滅危惧種カテゴリーの概要

絶滅 （EX） 我が国ではすでに絶滅したと考
えられる種

野生絶滅 （EW）
飼育・栽培下、あるいは自然分
布域の明らかに外側で野生化し
た状態でのみ存続している種

絶滅危惧Ⅰ類
 （CR+EN） 絶滅の危機に瀕している種

絶滅危惧ⅠＡ類
（CR）

ごく近い将来における野生での
絶滅の危険性が極めて高いもの

絶滅危惧ⅠＢ類
（EN）

ⅠA類ほどではないが、近い将
来における野生での絶滅の危険
性が高いもの

絶滅危惧Ⅱ類（VU） 絶滅の危険が増大している種

準絶滅危惧 （NT）

現時点での絶滅危険度は小さい
が、生息条件の変化によっては

「絶滅危惧」に移行する可能性
のある種

情報不足（DD） 評価するだけの情報が不足して
いる種

絶滅のおそれのある
地域個体群（LP）

地域的に孤立している個体群
で、絶滅のおそれが高いもの

環境省HPより
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ん
。
中
に
は
怒
り
を
覚
え
る
方
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
自
身
の
自
然
環
境

に
対
す
る
気
持
ち
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

国
家
戦
略
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
生
物
多
様
性
が
失
わ
れ
る
要
因
は
、

乱
獲
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
自
身
が
、
自
然
環
境
に
つ
い

て
考
え
、
保
全
に
向
け
て
行
動
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

で
は
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
行
動
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
国
家

戦
略
の
要
因
か
ら
考
え
る
と
、
乱
獲
を
防

ぐ
こ
と
、
荒
廃
地
を
増
や
さ
な
い
こ
と
、

外
来
種
を
駆
除
し
、
除
草
剤
や
殺
虫
剤
を

使
用
し
な
い
こ
と
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
、
節
電
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
し
た

ゴ
ミ
の
排
出
量
削
減
に
努
め
る
こ
と
と
い

っ
た
行
動
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
す

ぐ
に
で
き
る
も
の
と
な
か
な
か
行
動
に
移

せ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
、

皆
さ
ん
の
ま
わ
り
に
生
息
し
て
い
る
動
植

物
に
関
心
を
持
ち
、
ど
う
い
っ
た
生
き
物

が
生
息
し
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
大

切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
野
生
動
植

物
が
未
だ
に
多
く
栄
村
に
生
息
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
生
き
物
に
と
っ
て
暮
ら

し
や
す
い
環
境
が
そ
こ
に
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
人

や
私
た
ち
が
自
然
と
共
存
し
て
暮
ら
し
て

き
た
証
で
す
。
世
の
中
が
車
社
会
と
な
り
、

し
た
。
そ
ん
な
中
、「
ど
う
し
て
こ
ん
な

に
絶
滅
危
惧
種
が
た
く
さ
ん
い
る
の
」
と

い
う
子
ど
も
た
ち
の
問
い
に
対
し
て
、
涌

井
さ
ん
は
「
そ
れ
は
ね
、
栄
村
の
自
然
が

実
に
豊
か
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ん
だ

ね
。
こ
う
し
て
今
栄
村
に
い
る
生
き
物
た

ち
を
ど
う
し
て
い
く
か
。
そ
れ
が
大
事
な

ん
だ
ね
。」
と
問
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

栄
村
に
は
、
た
め
池
や
小
川
、
広
葉
樹

林
、
針
葉
樹
林
、
そ
し
て
、
冬
の
積
雪
と

い
っ
た
季
節
に
合
わ
せ
て
、
様
々
な
自
然

環
境
が
生
み
出
さ
れ
、
そ
し
て
水
田
管
理

や
下
草
刈
り
と
い
っ
た
人
の
暮
ら
し
の
営

み
が
、
更
に
豊
か
な
自
然
環
境
を
織
り
な

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
多
様
な
自
然
環

境
に
よ
っ
て
、
村
内
に
多
く
の
生
物
が
生

息
す
る
こ
と
が
で
き
、
絶
滅
が
危
惧
さ
れ

る
様
々
な
生
物
が
生
息
で
き
る
環
境
と
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

自
然
環
境
を
保
全
す
る
と
い
う
こ
と

　

先
に
紹
介
し
た
、
絶
滅
危
惧
種
に
加
え

ら
れ
る
数
が
毎
年
増
加
し
て
い
る
よ
う

に
、
近
年
急
速
に
生
物
多
様
性
が
失
わ
れ

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因

と
し
て
様
々
な
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
２
０
１
２
―

２
０
２
０
（
環
境
省
）
で
は
、
主
な
要
因

と
し
て

①　

開
発
や
乱
獲
に
よ
る
人
間
の
行
為
に

よ
る
も
の

②　

里
山
の
管
理
が
行
き
届
か
ず
荒
れ
地

に
な
る
こ
と
に
よ
る
生
態
系
の
乱
れ

③　

人
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
外
来
種

や
殺
虫
剤
、
除
草
剤
に
よ
る
も
の

④　

地
球
温
暖
化
と
い
っ
た
地
球
環
境
の

変
化
に
よ
る
も
の

　

の
４
つ
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

希
少
動
植
物
調
査
中
、
チ
ョ
ウ
を
採
取

し
て
い
る
方
や
植
物
が
盗
掘
さ
れ
た
現
場

に
出
く
わ
す
こ
と
が
度
々
あ
る
よ
う
で
す
。

現
在
栄
村
に
は
、
採
取
を
禁
止
す
る
条
例

が
な
い
た
め
、
禁
止
を
謳
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
問
い
合
わ
せ
の
あ
っ
た
際
や

調
査
員
、
地
域
の
方
で
、「
私
た
ち
の
大

切
な
宝
を
採
取
し
な
い
で
ほ
し
い
」
と
声

を
か
け
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

販
売
目
的
で
栄
村
の
昆
虫
や
植
物
を
乱

獲
し
て
い
る
こ
と
は
、
私
た
ち
村
民
に
と

っ
て
気
持
ち
の
良
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

不
便
さ
だ
け
が
際
立
っ
て
「
な
に
も
な
い
」

イ
メ
ー
ジ
が
強
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

栄
村
は
、
他
に
は
な
い
多
様
な
自
然
環
境

と
希
少
動
植
物
、そ
し
て
私
た
ち
人
間
が
、

自
然
の
恵
み
を
い
た
だ
き
な
が
ら
古
く
か

ら
豊
か
に
暮
ら
し
て
る
村
な
の
で
す
。

　

一
言
に
栄
村
と
い
っ
て
も
、
標
高
も
違

え
ば
湿
度
も
違
い
、
集
落
ご
と
に
生
息
す

る
動
植
物
も
異
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
仲

間
や
集
落
で
自
然
観
察
会
を
行
い
、
身
近

に
生
息
す
る
動
植
物
を
知
る
こ
と
か
ら
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。
も
し
、
県
内
で
数
カ

所
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
動
植
物
が
見

つ
か
っ
た
ら
、
絶
滅
危
惧
種
が
た
く
さ
ん

確
認
さ
れ
た
ら
…
。
な
ん
だ
か
ワ
ク
ワ
ク

し
ま
せ
ん
か
。

　

で
き
る
範
囲
で
で
き
る
こ
と
を
、
一
人

ひ
と
り
が
少
し
だ
け
行
動
を
変
え
て
み
る

こ
と
で
、
何
か
が
動
き
出
す
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
集
落
で
自
然
観
察
会
を
開
催
し
た

い
！
と
い
う
方
は
、
栄
村
教
育
委
員
会
事

務
局
☎
８
７
─
３
１
１
８
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

自
然
学
校
ト
ン
ボ
観
察
会
に
て

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
保
護
活
動



（24）公民館報�さ か え令和３年７月１日

い
、
薬
を
使
っ
て
病
気
を
治
す
よ
う
奨
励

し
ま
し
た
。
こ
れ
が
「
四
大
売
薬
」
の
拡

張
期
に
も
あ
た
り
、
売
薬
の
普
及
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
漆
器
の
人
気
を

会
津
に
取
ら
れ
た
の
を
機
に
、
売
薬
に
転

ず
る
近
江
の
行
商
人
が
沢
山
い
ま
し
た
。

「
秋
山
記
行
」
に
も
薬
売
り
の
出
入
り
を

伺
わ
せ
る
記
述
が
あ
り
、
こ
う
し
た
商
人

た
ち
に
よ
り
、
秋
山
に
も
合
薬
が
届
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。　

地域史料保全有志の会
鈴木 努（通称：ど先生）
イラスト作成：佐藤洋平

　

だ
い
ぶ
暑
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
お

元
気
で
お
過
ご
し
で
す
か
。
こ
の
と
こ

ろ
医
療
と
病
い
の
話
題
を
続
け
ま
し
た

の
で
、
余
録
と
し
て
薬
の
話
を
し
ま
し

ょ
う
。
時
代
は
遡
っ
て
、
江
戸
時
代
の

お
話
し
で
す
。

人
々
が
頼
り
に
し
た
も
の
の
一
つ
が
、
売

薬
で
し
た
。
売
薬
は
合あ

わ
せ
ぐ
す
り薬
と
も
い
い
、
薬

舗
で
あ
ら
か
じ
め
調
剤
し
丸
薬
や
散
薬
な

ど
に
作
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
小
赤
沢
の
福
原

国
吉
家
文
書
の
中
の
一
点
で
、
江
戸
時
代

に
薬
屋
か
ら
受
け
取
っ
た
領
収
証
と
納
品

書
を
兼
ね
た
覚
書
で
す
。
内
容
は
、
前
半

が
買
物
の
内
訳
と
明
細
を
記
し
た
領
収
証

で
、
一
角
丸
二
包
半
で
二
百
文
、「
千
金

さ（
散
）ん
」
一
包
で
十
二
文
、「
実
母
さ（

散
）ん
」

二
包
で
二
百
文
、
〆
て
四
百
十
弐
文
の
と

こ
ろ
「
正
ニ
」
三
百
二
十
九
文
で
二
割

引
、
ほ
か
に
人
員
分
代
五
十
文
で
す
。
後

半
は
単
価
と
品
名
・
数
量
を
記
し
た
納
品

書
に
な
っ
て
い
て
、
一
角
丸
八
十
文
を
三

包
、
千
金
散
十
二
文
を
三
包
み
、
実
母

散
三
十
二
文
を
二
包
、「
は
い
と
り
薬
」

三
十
二
文
を
三
包
、
腹
調
円
四
十
文
を
五

包
の
五
品
を
入
れ
て
い
ま
す
。日
付
は「
申

四
月
二
十
九
日
」
で
年
号
は
不
明
、
差
出

し
は
竹
村
林
蔵
の
代
人
・
久
蔵
、
宛
名
の

平
右
衛
門
は
「
秋
山
記
行
」
に
も
あ
る
通

り
福
原
本
家
の
何
代
目
か
の
ご
当
主
で

す
。

　

一
角
丸
は
一
八
世
紀
末
頃
に
考
案
さ
れ

た
と
い
わ
れ
る
小
児
薬
で
す
が
、
疱
瘡
、

麻
疹
、
熱
病
、
疝
気
な
ど
万
病
に
効
く
薬

と
し
て
売
り
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
千
金

散
は
痔
や
床
ず
れ
、
体
力
の
衰
え
で
起
こ

る
腫
れ
物
に
効
く
散
薬
と
思
わ
れ
ま
す
。

実
母
散
は
女
性
の
た
め
の
薬
と
し
て
今
で

も
調
剤
さ
れ
る
煎
じ
薬
で
す
。
腹
調
円
は

食
中あ

た

り
や
腹
下
し
な
ど
に
効
く
胃
腸
薬
ら

し
く
、
円
な
の
で
錠
剤
の
形
を
し
て
い
た

よ
う
で
す
。「
は
い
と
り
薬
」
は
詳
細
不

明
で
す
が
、
江
戸
時
代
か
ら
防
虫
剤
は
い

ろ
い
ろ
考
案
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
う
し

た
も
の
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

　

後
半
は
納
品
だ
け
で
お
金
の
遣
り
取
り

が
な
い
の
で
、
置
き
薬
の
よ
う
な
売
り
方

を
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
印
の
文
字
を
み

る
と
「
江
州
日
野
鍵
掛
町　

竹
村
林
蔵
」

と
あ
り
、
近
江
国
（
滋
賀
県
）
日
野
の
薬

売
り
の
よ
う
で
す
。
江
州
日
野
は
越
州
富

山
・
和
州
大
和
・
対
州
田
代
と
ほ
ぼ
同
時

に
売
薬
業
が
始
ま
り
、後
に
「
四
大
売
薬
」

と
呼
ば
れ
る
内
の
一
つ
で
す
。
日
野
売
薬

は
、
各
地
の
近
江
系
の
商
店
を
取
次
と
し

て
二
次
・
三
次
と
卸
し
て
い
く
方
法
で
販

路
を
広
げ
る
の
が
特
徴
と
さ
れ
、
地
元
か

ら
行
商
人
が
直
接
出
向
く
他
の
三
ヶ
所
と

違
う
「
店
持
ち
行
商
」
を
行
っ
た
と
い
い

ま
す
。
た
だ
、
こ
の
古
文
書
に
よ
れ
ば
、

末
端
の
小
売
商
は
富
山
な
ど
と
同
じ
置
き

薬
の
や
り
方
を
採
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

庶
民
の
売
薬
利
用
は
、
享
保
の
改
革
の

影
響
が
大
き
い
と
い
い
ま
す
。
麻
疹
な
ど

疫
病
の
度
重
な
る
流
行
に
、
幕
府
は
庶
民

向
け
に
救
急
用
の
医
書
や
身
近
な
薬
草
の

利
用
方
法
を
記
し
た
書
物
の
普
及
を
行

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　
〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜
　
其
の
四
十
五

　

江
戸
時
代
は
ま
だ
化
学
製
剤
が
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
薬
と
い
え
ば
生
薬
で
す
。
栄

村
も
、
熊
の
胆
や
黄
檗
な
ど
の
生
薬
の
産

地
で
す
。
こ
の
生
薬
を
材
料
に
、
症
状
に

合
わ
せ
て
調
剤
し
処
方
す
る
こ
と
を
施
薬

と
い
い
ま
す
。
施
薬
に
は
診
断
が
必
要
な

の
で
、
医
者
な
ど
専
門
家
の
領
域
に
な
り

ま
す
。現
代
よ
り
さ
ら
に
医
者
が
少
な
く
、

施
薬
な
ど
滅
多
に
受
け
ら
れ
な
い
時
代
に

日野の薬売りからの覚書

『
薬
を
買
う
』
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ねずみくんのピッピッピクニック
（なかえよしお）

図書室だより

新着図書の紹介
〇NHK趣味の園芸12か月栽培ナビシリーズ
〇キッチンからはじめる再生栽培（原 由紀子）
〇バラづくりの疑問に答える！ ローズレッスン12か月Q&A（小山内 健）
〇南極ではたらく（渡貫淳子）ホハレ峠、
〇ダムに沈んだ徳山村 百年の軌跡（大西暢夫）
〇考えるナメクジ ―人間をしのぐ驚異の脳機能（松尾亮太）
〇「無罪」を見抜く：裁判官・木谷明の生き方（山田隆司）
〇近親殺人：そばにいたから（石井光太）
〇琥珀の夏（辻村深月）　　　　〇アンソーシャル ディスタンス（金原ひとみ）
〇インドラネット（桐野夏生）　〇明日の食卓（椰月美智子）
〇リボルバー（原田マハ）　　　〇天皇家の家計簿（宝島社皇室取材班）
〇よけいなひと言を好かれるセリフに変える言いかえ図鑑（大野萌子）

★栄村図書室開放時間★
平　日　午前８時半～午後５時
土・日　午前９時～正午　　　
※祝日は休館します

★栄村図書室休館日★
７月22日㈭～ 25日㈰

８月７日㈯～９日㈪、14日㈯、15日㈰ 
※祝日等で休みが多くなります。ご不便をおかけいたします。

　ダイモンジソウ
や桑の葉、ミズ、
食べられるものを
たくさん見つけた
よ！（小滝古道付
近にて）

雨の日は本を読もう！

　立派な傘を持っているのに雨が
降っても傘が大切なあまり、さそ
うとしないおじさん。でもある雨
の日に……大人が読んでも面白い
絵本です。

　お池のあめふり、ぴちぱたぽん
…かえると一緒になって雨を楽し
む絵本です。

『おじさんのかさ』
佐野洋子・作／絵（講談社）

『かえるのあまがさ』
与田凖一・作 　　　　
那須良輔・絵（童心社）

梅雨の時期おすすめ絵本

ともだち
いっしゅうかん
（内田麟太郎）

えほん

　子どもから大人
ま で24名 が 集 ま
り、斎藤春子さん

（長瀬）からぼか
しの作り方を教わ
りました。（スキ
ー場にて）

6月2６日㈯
自然学校開催!!（栄村青少年育成協議会主催）

6月27日㈰　公民館講座
菌ちゃん畑をつくろう！「ぼかしづくり教室」開催!!

できる範囲で、できるこ
とを！

感染症対策を講じて各種事業を開催しています！
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　心も身体も逞しく、しなやかに、大き
くなーれ！

保坂貞行さん・直子さん（月岡）

おおきく
な〜れ

松下加
かん

奈
な

さん（３４歳）箕作
　北信に来て８年、栄村へ住み始めて半年ほどが経
ちました。色んな方に支えて頂き、村で過ごす初め
ての冬も乗り越える事が出来ました。住み始めて僅
かではありますが、地域の繋がりの深さや温かさを
感じる日々です。沢山の方が声をかけて下さる事に
感謝しております。 
　雄大な自然に囲まれた栄村での生活。四季折々の
色んな景色を堪能しながら、のんびり楽しんでいき
たいと思います。これからも、よろしくお願いしま
す。

髙橋星来さん（17歳）青倉
　飯山高校３年の髙橋星来です。部活は吹奏楽をや
っていて現在はコンクールに向け練習をしていま
す。友達や後輩に囲まれて充実した日々を送ってい
ます。
　また、高校３年ということもあり、今は進路や将
来の夢について考えています。私の将来の夢は介護
福祉士です。昔からお年寄りの方とお話しするのが
好きで将来こういった職に就きたいと思い、目指し
ています。いつかこの夢を実現させ栄村に戻ってき
て介護福祉士として働きたいです。

栄村に決めた理由は？
　野沢温泉村に住んでいたんですが、自給自足で暮ら
せる場所を探してふらっと栄村役場を訪れたのがきっ
かけでした。その時担当の方がすぐに村内各地を案内
してくださって。先輩移住者にも会わせてくれたんで
す。その後何度が訪れましたが、皆さんウェルカムで。
人柄の良さにひかれてやってきました。
栄村は豪雪地ですが…。
　覚悟をして冬を過ごしたいと思います。ですが、ス
キーが好きなので、雪がたくさん降るということは逆
にいいところだと思っています。
これからの楽しみは
　やりたいことは沢山ありますが、家の中を片付け
ながら畑や田んぼで安心安全な食べ物を自分たちで
作って生活してきたいと思っています。

安藤公
く

璃
り

子
こ

さん（32歳）　安藤穂
ほ

高
だか

さん（31歳）

羽がはえて素敵なドレスを
着て飛びたい！

※空を飛ぶのが夢です

夏
か
乃
の

さん（６才）

今年の５月、青倉に
引っ越してきました！
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栄村のほっこりばなし

　

今
年
の
夏
も
猛
暑
の
予
報
が
出
て
ま
す
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
開
催
さ
れ
、
ワ
ク
ワ

ク
ド
キ
ド
キ
気
持
ち
も
暑
い
夏
に
な
る
と
思
う
の
で

す
が
、
今
一
つ
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
、
当
選
し
て
い

た
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
も
払
い
戻
し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｖ
で
ア

ス
リ
ー
ト
の
姿
を
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

カ
ッ
コ
ウ
は
声
た
か
ら
か
に
今
日
を
啼
く�

山
田
せ
き

飛
ぶ
蛍
チ
ャ
カ
ン
チ
ャ
カ
ン
と
光
り
つ
つ�

柳
　
静
江

草
刈
り
の
暑
さ
し
の
ぐ
や
雲
の
影�

関
谷
貞
子

浮
雲
は
山
の
た
め
い
き
栗
の
花�

飯
田
　
晴

誕
生
日
祝
い
に
届
く
花
の
種�

斎
藤
は
る
子

田
ん
ぼ
へ
と
響
く
ウ
ク
レ
レ
梅
雨
休
み�

杉
浦
恵
子

ち
ど
り
草
の
ど
か
な
風
の
昼
下
が
り�

馬
場
澤
子

蛍
火
ひ
と
つ
田
水
へ
こ
ぼ
れ
け
り�

津
高
里
永
子

編
集
後
記

今月の一句 〜栄村俳句会〜

　長瀬の空き家を購入し、リフォームした山田家の玄
関に「どうぞのいす」が置いてあります。工作の好き
な駿介君が大工さんからもらったフローリングの余り
板を使って、「内覧会や遊びに来た人が疲れた時に座
ってほしい」と思いを込めて、お父さんと一緒に作っ
たそうです。
　お父さんが「絵本の『どうぞのいす』みたいだね」
といったので、「どうぞのいす」という名前になりま
した。絵本のようにおすそわけが置かれることもある
ようですよ。
　長瀬集落に子どもたちの元気な声が響いています。

越智の江戸日記
　前号の続きで今回も二

に

地
ち

域
いき

居住のことを書こう
と思います。ただ、私もこの仕事をやっていて、
正直二地域居住がなんの役に立つのか？と言われ
るとよくわかりません。二地域居住という言葉が
出始めた2005年に国の研究会がその意義をまとめ
た文章があるのですが、大まかにまとめると次
の３つの意義です。『住民が多様なライフスタイ
ル等を実現するための重要な手段となる』『地域
の中に新しい雇用の機会や本業以外の 「ながら所
得」を生み出す』『生活面や震災等の災害に対す
るセーフティ・ネットとしての役割』。それはそ
うかな、と思うと同時に、移住と同じなのか？都
市目線だな、と思っています。
　しかし、今、世の中が急速に変化していること
は事実なので、この変化で起こりうることを知る
ことは大事だと思います。栄村は時代の移ろいに
合わせ、良いところも悪いところも取り込みなが
ら取捨選択をして歩んできたのだと思います。コ
ロナによって生活がガラリと変わったように、こ
れからも生活の変化やそれに伴う新しい関係性づ
くりが求められることがあると思います。その変
化に柔軟に対応しながら、私達の暮らしよい地域
をつくるためにも、移住とか、関係人口とか、二
地域居住とか、よくわからないものの情報を集め、
学び続けていくことが大事なのかな、と思うわけ
です。さまざまな変化に柔軟に対応しながらも、
年配者も若者も、皆が互いを認め合い、これから
を語り合えるような村にしていきたいですね。

句
会
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
講
師
二
人
の
句
も
紹
介
し
ま
す
。

山田家の子どもたち

和












